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【緒言】

　γ-アミノ酪酸（GABA）は生物界に広く存在する
アミノ酸の一種である。野菜， 果実をはじめ発酵食
品に至るまで幅広く含まれており， 日常の食生活の
中で摂取されている食品成分の一つである。GABA
は脳内に高濃度に存在し， 抑制性の神経伝達物質１）

として作用することが知られており， 血管拡張， 交
感神経抑制などによる血圧低下（上昇抑制）作用２

－５）， ならびに精神安定作用６）， 抗ストレス作用７）

等も報告されている。このように有用な生理作用か
ら GABA は機能性食品素材として注目されている。
　一方， 現代はストレスの時代とも言われ， 職場に
おけるうつ病の増加や， 高齢化による認知症患者の
増加など， 精神疾患は国民に広くかかわる疾患と
なっている。厚生労働省による患者調査では， 年々
精神疾患の割合が上昇しており， 平成20年の調査
では323万人と， 医療計画に記載すべき， がん， 脳
卒中， 急性心筋梗塞， 糖尿病の４疾患の患者数よ
りも多くなった。これを受けて平成23年の７月に，
厚生労働省の社会保障審議会は精神疾患を， 医療計
画に記載すべき疾患として提出し， ５大疾病となっ
た。他方， 自殺による死亡者数も年間３万人を超え
ている。遺族等の聞き取り等による自殺の実態調査
によると， 約９割が何らかの精神疾患に罹患してい
た可能性があるとされている。そのため， 抗ストレ
ス作用に高い関心が集まっており， 抗ストレス素材
として注目されている GABA を高含有する食品なら
びに GABA を強化した食品のストレス緩和作用に関
する研究も報告されている９，10）。
　これまでに当研究室は， 野菜の中でも比較的

GABA を多く含有するトマトに着目し， トマト
ジュース（GABA 88.8 mg）摂取による精神的スト
レス緩和作用を調査してきた。トマトジュース摂取
試験により得られた結果は先行研究９，10）と比較し
て血圧の低下が見られないなど異なる結果が得ら
れた11）。このことより， GABA 以外の成分による影
響も考えられたため， トマトジュースに含まれる
GABA 含量と同量の GABA 溶液（GABA 88.8 mg）
を用いて GABA 単独摂取試験を行いヒトレベルにお
ける GABA のストレス緩和効果について調査を行っ
た。得られた結果は先行研究の報告よりストレス緩
和効果は微弱なものであった。問題点として， 先行
研究のプロトコールでは， 試験飲料の摂取時期がス
トレス負荷前であったのに対して， 試験溶液の摂取
時期がストレス負荷の後であった相違に起因すると
推察した。
　本研究では， ストレス評価指標の中でも特に有用
とされているクロモグラニンＡ（CgA）濃度と α-
アミラーゼ活性を用いて， 摂取時期をストレス負荷
前後の２区に分け摂取時期の違いがストレス緩和効
果に与える影響を比較検討した。

【実験方法】

１．被験者
　本学栄養科学部に在籍する女子学生14名を対象
とした。なお， 本試験は本学の倫理審査委員会の承
認（倫理番号：倫理 -07-003）を受けるとともに，
ヘルシンキ宣言の精神に則り， 研究の趣旨および試
験内容を十分に説明し同意の得られた被験者で行っ
た。被験者の身体所見を表１に示す。平成20年
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厚生労働省国民健康・栄養調査報告（20歳代， 女
性， 身 長：158.3±5.4 cm， 体 重：51.9±9.5 kg，
BMI：20.71±3.61 kg/m2， 収 縮 期 血 圧：108.2
±10.3 mmHg， 拡 張 期 血 圧：68.1±8.8 mmHg；
Mean ± SD）と比較すると， 血圧は低い傾向にあっ
た。

２．試験試料
　GABA は協和醱酵工業（株）製のものを用い，
100 mg を蒸留水190 ml に溶解したものを試験試
料とした。対照には， GABA はあらゆる食物に含ま
れることを勘案して蒸留水を用いた。

３．試験スケジュール
　測定期間は2009年５月～７月， 測定時間は， 日
内リズムによる生体反応の差を極力少なくするた
め， ９時からと13時スタートの１日２回を限度と
して実施した。試験スケジュールは， １回目の試験
後， 最低１週間をあけたクロスオーバースケジュー
ルにて実施し， 測定時期は月経期間を避けるように
考慮した。また， 試験期間中は食生活習慣を変えな
いように指導し， 試験前１週間の食事を記録表に記
入させた。測定は被験者に対する聴覚および室内温
度等の影響を避けるため， 静かな実験室（室温：
25.9℃， 湿度：49.2％）にて行った。なお， 被験
者には試験前に摂取したものによる唾液への影響を
できるだけ少なくするため試験開始２時間前に麦ご
はん（カゴメ（株）製， こだわりごはん140 g）を
摂取させ， それ以降を絶食とした。
　試験のプロトコールを図１に示す。精神的ストレ
ス負荷前に試料を摂取させた区（ストレス負荷前摂

取区）では， 経口摂取した食事由来の GABA の血
中濃度が30分後にピークとなる報告があるため７），
吸収までの時間を考慮し15分間の座位安静後， 試
験試料を摂取させ， 再び15分間の座位安静後精神

表１　平常時身体所見

表 1．平常時身体所見 
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測定項目 平均±標準誤差

41）人（者験被

±1.22）歳（齢年 0.3

身長（cm ±8.851） 1.3

体重（kg ±4.94） 1.3

BMI（kg/m 2 ±6.91） 0.5

体表面温度（℃ ±9.43首） 0.2

±6.33中背 0.3

±7.43掌 0.2

±5.33甲の手 0.2

±4.43指手 0.4

±2.23指足 0.6

血圧（mmHg）　 収縮期血圧 95.7±2.5

拡張期血圧 62.7±1.8

脈拍（回/ ±17）分 2.3

±8.13れ疲)mm(SAV 5.5

リラックス 20.2±4.7

±8.52分気 4.8

CgA濃度（pmol/ml） ±088.4 1.000

α-アミラーゼ活性（kU/l ±5.82） 5.3

図１　プロトコール（Ａ：ストレス負荷前摂取区，Ｂ：ストレス負荷後摂取区）

図 1 プロトコール（A:ストレス負荷前摂取区、B：ストレス負荷後摂取区） 
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的ストレス負荷を与えた。その後60分間座位安静
状態で測定を行った（図１－Ａ）。一方， ストレス
負荷後に試料を摂取させた区（ストレス後摂取区）
では， 30分間の座位安静後精神的ストレス負荷を
与え， ストレス負荷直後に試料を摂取させた後，
60分間座位安静状態で測定を行った（図１－Ｂ）。

４．精神的ストレス負荷
　精神的ストレス負荷として新ストループテストⅡ
（トーヨーフィジカル社製）を４分間， 内田クレ
ペリン検査（日本・精神技術研究所製）を15分間
行った。

５．測定項目
⑴　生化学的ストレス指標
　非侵襲性で， 随時性， 簡便性に優れた唾液スト
レスマーカーによる評価として Chromogranin A
（CgA）およびα-アミラーゼを測定した。CgA の
測定は， 被験者の唾液を棒状脱脂綿にて１分間吸収
させた後， 遠心機にて遠心分離し（3000 rpm， 10 
min）回収した唾液25μl を用い， YKO70ヒト・ク
ロモグラニンＡ EIA キット（矢内原研究所製）を用
いて行った12）。α-アミラーゼ活性はストレス測定
器 CM-1.1（ニプロ社製）と付属の使い捨て式のテ
ストストリップを用いて測定した13）。いずれの項
目でも安静時， ストレス負荷直後， 試験飲料摂取後
30分毎に測定を行った。
⑵　主観的ストレス指標
　 主 観 的 ス ト レ ス 指 標 と し て， Visual analogue 
scale（VAS）を用いた。本試験では， 主観的スト
レスの評価項目として，「疲労」「リラックス」「気
分」を用い， その両端を下記の通りに定義し評価
した。「疲労」（0 mm；全く疲れていない， 100  
mm；大変疲れている），「リラックス」（0 mm；大
変リラックスしている， 100 mm；全くリラック
スしていない），「気分」（0 mm；大変気分がよい，
100 mm；大変気分が悪い）。なお， いずれの項目
でも， 安静時， ストレス負荷直後， 試験飲料摂取後
15分毎に測定を行った。
⑶　生理的ストレス指標
　生理的ストレス指標として， 体表面温度， 血圧な
らびに脈拍を測定した。体表面温度は， 測定部位を
首， 背中， 掌， 手の甲に， 手指（薬指）， 足指（人
差し指）の６点とし， 安静時， ストレス負荷直後，
試験飲料摂取後10分毎に， ６チャンネルデジタル
表面温度計（コンパクトサーモロガー AM-8000　
シリーズ（安立計器社製））を用いて測定した。血
圧と脈拍は， 同時に測定できるデジタル自動血圧

計（テルモ電子血圧計 P2000（テルモ社製））を用
い， 安静時， ストレス負荷直後， 試験飲料摂取後
30分毎に測定を行った。

６．統計・解析
　ストレス指標の測定値の個人差が大きいため， 安
静時実測値（表１）からの変化値をストレスに対す
る応答の指標とした。試料間のストレス応答の有
意差検定は， GABA 摂取群と対照群の二群間のうち
同じ測定地点の平均値の差を Paired T により検定
し， p ＜0.05を有意とした。解析は Microsoft Excel 
2004 for Windows を使用した。

【実験結果】

⑴　生化学的ストレス指標
　生化学的ストレス指標の結果を表２，３に示す。
本試験では， CgA は， ストレス負荷前後で GABA
を摂取させた両区ともストレス負荷直後に急激に上
昇し， その後徐々に低下し， 試料摂取60分以降で
安静時レベルに回復した。試料間においては GABA
摂取群が対照群に比べ， ストレス前摂取区ではス
トレス負荷直後， ストレス負荷30， 60分後に低い
値を示した。また， ストレス後摂取区でも同様に
GABA 摂取群がストレス負荷30， 60分後に低い値
を示した。
　α-アミラーゼ活性は， ストレス前摂取区におい
ては GABA 摂取群が対照群に比べストレス負荷直後
の値の上昇が小さく， 有意差（p ＜0.01）がみられ
た。ストレス後摂取区では CgA と同様に両群とも
ストレス負荷直後に上昇した後低下したが有意な差
は認められなかった。
⑵　主観的ストレス指標
　VAS の結果を表４，５に示す。いずれの項目にお
いてもストレス負荷試験直後に上昇し， その後低下
し， 安静時を下回る結果となった。試料間における
VAS の比較の結果， ストレス前摂取区では「疲れ」
および「気分」の項目で有意な（p ＜0.05）差が観
察された。「リラックス」の項目およびストレス後
摂取区では有意差はみられなかった。
⑶　生理的ストレス指標
　生理的ストレス指標の結果を表６，７に示す。ス
トレス負荷直後の結果を安静時と比較して， 体幹部
（首， 背中）に関しては体表面温度が上昇したのに
対し， 末梢部（掌， 手の甲， 手指， 足指）は低下し
た。一方， 試料間における体表面温度を比較した結
果， 体幹部では， ストレス前摂取区では背中におい
て GABA 摂取群が対照群と比較してストレス負荷
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表２　生化学的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス前摂取区）
表 2．生化学的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス前摂取区） 
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測定項目 試料 ストレス直後
平均（標準誤差）

ストレス負荷後 平均（標準誤差）

30分 60分

CgA 蒸留水 2.172(1.048) 1.420(1.708) 0.379(0.616)

（pmol/mL） GABA溶液 1.477(1.176) 0.049(0.853) -0.440(1.126)

α‐アミラーゼ 蒸留水 14.79(4.11) 3.86(2.79) 0.43(3.29)

（kU/L） GABA溶液 -0.50(4.68)** 1.86(4.03) 2.07(4.86)

**P＜0.01 vs. 蒸留水

表３　生化学的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス後摂取区）
表 3．生化学的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス後摂取区） 
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測定項目 試料 ストレス直後
平均（標準誤差）

ストレス負荷後 平均（標準誤差）

30分 60分

CgA 蒸留水 2.848(0.902) -0.088(0.416) 0.372(0.340)

（pmol/mL） GABA溶液 3.132(2.307) 0.049(0.853) -1.296(1.997)

α‐アミラーゼ 蒸留水 9.64(6.03) 1.79(4.17) 2.86(4.28)

（kU/L） GABA溶液 5.79(3.90) 0.57(3.99) 1.79(3.87)

表４　主観的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス前摂取区）
表 4．主観的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス前摂取区） 
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測定項目 試料 ストレス直後
平均（標準誤差）

ストレス負荷後 平均（標準誤差）

15分 30分 45分 60分

VAS(疲れ) 蒸留水 37.29（6.76） 9.57(5.48) -0.71(6.54) -6.86(4.93) -8.71(5.08)

（mm） GABA溶液 37.36(6.95) -2.07(7.68)* -14.21(6.92)* -22.79(6.51)* -25.07(6.76)*

VAS(リラックス） 蒸留水 32.79（6.45） 1.86(4.60) -3.93(6.08) -11.29(5.39) -13.93(5.81)

（mm） GABA溶液 38.93(7.73) 0.50(4.92) -10.00(3.73) -15.64(3.96) -16.86(3.75)

VAS（気分） 蒸留水 30.50(6.73) 7.29(2.81) 3.29(4.11) -5.00(4.08) -6.57(4.32)

（mm） GABA溶液 38.00(4.38) 2.43(4.38) -8.36(3.51)** -12.79(4.00)** -12.86(3.98)*

**P<0.01, *P<0.05 vs. 蒸留水

表５　主観的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス後摂取区）
表 5．主観的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス後摂取区） 
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測定項目 試料 ストレス直後
平均（標準誤差）

ストレス負荷後 平均（標準誤差）

15分 30分 45分 60分

VAS(疲れ) 蒸留水 33.21(7.85) 3.71(9.58) -2.36(7.58) -16.29(7.01) -25.07(6.15)

（mm） GABA溶液 24.71(7.22) 5.57(6.00) -12.14(7.38) -18.50(7.14) -26.79（5.76)

VAS(リラックス） 蒸留水 34.64(7.07) 7.64(6.06) -0.64(3.96) -9.43(5.61) -16.57(5.20)

（mm） GABA溶液 34.79(4.61) 5.21(6.36) -6.93(6.08) -13.00(5.34) -17.57(4.64)

VAS（気分） 蒸留水 35.79(7.94) 5.86(4.75) -4.57(4.61) -9.43(6.21) -16.86(4.39)

（mm） GABA溶液 28.93(7.91) -0.21(4.33) -10.36(2.86) -16.21(1.91) -22.43(2.67)
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後20分， 40分， 50分， 60分の地点で体表面温度が
有意に（p ＜0.05）低い値を示したのに対し， スト
レス後摂取区では有意な差異はみられなかった。ま
た， 末梢部においては， ストレス前摂取区では顕著
な差はみられなかったのに対し， ストレス後摂取区
では掌， 手の甲， 手指， 足指において有意な（p ＜
0.05）低下が認められた。

　収縮期血圧に関しては， ストレス前摂取区におい
ては差異はみられなかったのに対し， ストレス後摂
取区においてはストレス負荷30分後に有意な（p ＜
0.05）低下が観察された。拡張期血圧においては
両区共に差異はみられなかった。脈拍は， ストレス
後摂取区においてのみストレス負荷30分後に有意
差（p ＜0.05）がみられた。

果たして GABA にはストレス緩和の効果はあるか：ヒトクロモグラニンＡとアミラーゼ活性を中心とした検討

表６　生理的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス前摂取区）表 6．生理的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス前摂取区） 
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測定項目 試料 ストレス直後
平均（標準誤差）

ストレス負荷後 平均（標準誤差）

10分 20分 30分 40分 50分 60分

体表面温度 蒸留水 -0.01(0.15) 0.35(0.16) 0.14(0.10) 0.28(0.09) 0.20(0.09) 0.24(0.11) 0.32(0.09)

（首）（℃） GABA溶液 -0.17(0.11) 0.19(0.11) 0.22(0.12) 0.24(0.11) 0.27(0.14) 0.11(0.12) 0.27(0.11)

体表面温度 蒸留水 0.44(0.21) 0.49(0.23) 0.50(0.22) 0.47(0.22) 0.48(0.21) 0.53(0.21) 0.59(0.22)

（背中）（℃） GABA溶液 0.19(0.11) 0.04(0.10) 0.06(0.12)* 0.14(0.11) 0.09(0.12)* 0.09(0.14)* 0.14(0.14)*

体表面温度 蒸留水 -0.81(0.24) -0.92(0.17) -0.61(0.18) -0.87(0.18) -1.32(0.31) -1.25(0.26) -1.43(0.21)

（掌）（℃） GABA溶液 -1.19(0.24) -0.95(0.34) -0.96(0.38) -1.22(0.35) -1.66(0.45) -1.35(0.44) -1.97(0.44)

体表面温度 蒸留水 -0.81(0.18) -0.81(0.23) -0.87(0.23) -1.07(0.27) -1.37(0.33) -1.59(0.33) -1.84(0.38)

（手の甲）（℃） GABA溶液 -0.97(0.29) -0.88(0.30) -1.13(0.33) -1.35(0.29) -1.50(0.35) -1.68(0.33) -1.96(0.38)

体表面温度 蒸留水 -1.21(0.26) -0.83(0.22) -1.26(0.33) -1.64(0.37) -1.82(0.41) -2.36(0.49) -2.54(0.42)

（手指）（℃） GABA溶液 -0.84(0.35) -0.99(0.58) -1.26(0.59) -1.55(0.64) -1.87(0.72) -2.22(0.69) -2.94(0.69)

体表面温度 蒸留水 -2.37(0.71) -1.59(0.829 -2.42(0.80) -2.46(0.81) -3.36(1.19) -3.18(0.74) -3.65(0.75)

（足指）（℃） GABA溶液 -2.91(0.42) -1.98(0.53) -2.21(0.61) -2.71(0.61) -3.14(0.61) -3.73(0.55) -4.34(0.51)

収縮期血圧 蒸留水 -2.71(1.72) - - -3.07(1.64) - - -0.50(2.27)

（mmHg） GABA溶液 -1.79(1.31) - - -1.79(1.59) - - 0.21(1.52)

拡張期血圧 蒸留水 -1.50(0.90) - - -2.07（1.34) - - 0.21(0.97)

（mmHg） GABA溶液 -1.43(1.65) - - 0.00(1.82) - - 2.64(1.50)

脈拍 蒸留水 -5.00(1.05) - - -5.00(1.03) - - -5.43(1.33)

（回/分） GABA溶液 -0.57(1.09) - - -1.93(1.44) - - 0.71(0.93)

*P<0.05 vs. 蒸留水

表７　生理的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス後摂取区）
表 7．生理的ストレス指標の測定結果：安静時との差（ストレス後摂取区） 
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測定項目 試料 ストレス直後
平均（標準誤差）

ストレス負荷後 平均（標準誤差）

10分 20分 30分 40分 50分 60分

体表面温度 蒸留水 0.25(.012) 0.26(0.14) 0.24(0.18) 0.30(0.18) 0.33(0.17) 0.37(0.20) 0.45(0.16)

（首）（℃） GABA溶液 0.15(0.16) 0.16(0.09) 0.31(0.11) 0.26(0.12) 0.27(0.13) 0.21(0.26) 0.55(0.20)

体表面温度 蒸留水 0.30(0.11) 0.23(0.14) 0.26(0.14) 0.29(0.15) 0.34(0.14) 0.35(0.15) 0.37(0.17)

（背中）（℃） GABA溶液 0.34(0.11) 0.36(0.15) 0.33(0.15) 0.25(0.14) 0.25(0.13) 0.20(0.16) 0.21(0.14)

体表面温度 蒸留水 -0.31(0.19) -0.34(0.27) -0.68(0.18) -0.86(0.20) -1.01(0.24) -1.04(0.23) -1.36(0.21)

（掌）（℃） GABA溶液 0.33(0.21)* 0.30(0.23)* 0.01(0.23)* -0.03(0.27)* -0.06(0.38)* 0.16(0.28)** -0.36(0.28)**

体表面温度 蒸留水 -0.24(0.17) -0.58(0.16) -0.74(0.17) -0.94(0.16) -0.90(0.23) -1.14(0.25) -1.41(0.26)

（手の甲）（℃） GABA溶液 0.15(0.29) 0.06(0.34)* -0.10(0.31) -0.09(0.27)* -0.19(0.32) -0.21(0.36)* -0.41(0.36)*

体表面温度 蒸留水 -0.39(0.27) -0.73(0.35) -1.18(0.43) -1.31(0.41) -1.20(0.42) -1.76(0.53) -2.11(0.51)

（手指）（℃） GABA溶液 -0.41(0.41)* 0.33(0.49) 0.17(0.38)* -0.24(0.39)* -0.26(0.43) -0.16(0.41)* -0.80(0.42)*

体表面温度 蒸留水 -1.38(0.51) -1.44(0.48) -1.98(0.62) -2.54(0.70) -2.39(0.62) -2.91(0.54) -3.44(0.59)

（足指）（℃） GABA溶液 -0.18(0.40)* 0.26(0.59)* -0.15(0.62) -0.58(0.53) -0.57(0.56) -0.77(0.63)* -1.34(0.60)*

収縮期血圧 蒸留水 -0.43(0.98) - - -0.64(1.89) - - -0.07(2.12)

（mmHg） GABA溶液 1.43(1.47) - - -4.93(1.29)* - - -0.93(1.79)

拡張期血圧 蒸留水 1.07(1.22) - - 3.14(1.72) - - 2.21(1.09)

（mmHg） GABA溶液 1.57(1.88) - - 0.07(1.32) - - 2.29(1.52)

脈拍 蒸留水 -4.86(2.95) - - -7.71(2.32) - - -3.71(5.09)

（回/分） GABA溶液 -2.79(1.53) - - -2.21(1.22)* - - -2.14(1.37)

**P<0.01, *P<0.05 vs. 蒸留水
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【考察】

　GABA は生物界に広く分布する非タンパク質構成
性アミノ酸の一種であり， 野菜， 果実をはじめと
する各種食品に含まれている。GABA は抗ストレ
ス作用７，８）， 精神安定作用６）等が報告されており，
GABA を含む食品にはストレス軽減作用が期待でき
る。本研究では， GABA のストレス軽減効果につい
てこれまでの研究結果を踏まえより詳細に検討し
た。
　本研究で精神的ストレスの評価指標として用いた
CgA は， 交感神経 - 副腎髄質系にみられる酸性糖タ
ンパク質であり， 副腎髄質よりカテコールアミンと
ともに血中に放出されることが報告されている14）。
また， 自律神経系の賦活により顎下腺導管部より唾
液中に放出される15）。CgA は肉体的ストレスより
も精神的ストレスに対して敏感に反応し， 非侵襲的
で， 随時性， 簡便性に優れた有用なバイオマーカー
である11）。本試験において， 有意差は観察されな
かったが安静時と比較してストレス負荷直後で CgA
濃度が上昇し， ストレス負荷試験によって被験者が
ストレスを感じたことが CgA の結果からも推察さ
れた。試料間においては， いずれの区においても
GABA 摂取群が対照群よりも低値であった。
　α-アミラーゼは， 唾液や膵液に含まれる消化酵
素の一つであり， 唾液中のα-アミラーゼは口腔内
の唾液腺で合成される。交感神経系の亢進に伴い，
唾液中のα-アミラーゼは増加する16， 17）ことから
バイオマーカーとして利用できる13，18）。本試験で
は， ストレス前摂取区において有意な低下あるいは
ストレス時の上昇抑制がみられた。また， ストレス
後摂取区では有意な差は観察されなかった。生化学
的ストレス指標においては， 摂取時期に関わらずス
トレス抑制効果を示唆した。
　これまでに， ストレスならびに精神疲労を主
観的指標（VAS）を用いて評価した研究も数多く
報告されている。Kimura ら19）は緑茶成分である
L-Theanine の精神的ストレス低減作用を明らかに
する一環として VAS を用いた主観的ストレス評価
を行い， L-Theanine の摂取が主観的ストレスを低
減させると報告した。また， 同研究において主観的
ストレス評価と生理的ならびに生化学的ストレス評
価の結果が一致していることが認められており， 主
観的指標と客観的指標に相関があることが確認され
ている。本試験においてはストレス前摂取区では，
「疲れ」および「気分」の項目で有意な差が観察さ
れた。一方， ストレス後摂取区においては有意差は
認められなかった。増田ら20）は疲労度とストレス

に正の相関があることを述べている。以上の報告は
GABA 摂取によりストレスが緩和される可能性があ
ることを示唆していた。本研究の主観的ストレス
（VAS）の結果ではストレス負荷の前に GABA を摂
取した方がよりストレス抑制に寄与するものと推察
された。
　体表面温度測定の結果， ストレス前摂取区では体
幹部（背中）で有意な体温の上昇抑制がみられた。
またストレス後摂取区では， 末梢部（掌， 手の甲，
手指， 足指）において有意に高値を示すとこが観察
された。末梢部における体表面温度は， 全般的な交
感神経活動を反映し， 自律神経系の覚醒度を反映す
る指標として用いられており， 一般的には精神的ス
トレスにより， 交感神経が亢進し， 皮膚温が低下す
ることが知られている。反対に， リラクゼーション
状態や不安を低減した状況下では， 皮膚温は上昇す
ることが報告されている21）ことから， 本試験に用
いたストレス負荷試験が被験者に対して一定のスト
レスを与えていることが確認された。本試験におい
ては， 摂取時期に関わらず， GABA 摂取によりスト
レスが抑制される可能性が考えられた。
　血圧においては， ストレス後摂取区で有意な差が
観察されたが， ２区間における関連は見いだせな
かった。高橋ら22）の研究において， 血圧が高めの
人に１日３ g の GABA を摂取させた結果， 正常値
レベルまで血圧が低下する作用が認められている。
これに対して， 健常人に摂取させた場合には血圧低
下作用がなかったことも報告されている。また， 風
見ら23）の研究においても， GABA 含有酵母エキス
を配合した和風調味料（GABA20 mg/ 日）を血圧
が高めの人と正常血圧の人を対象に摂取させた結
果， 同様の結果が得られている。本試験での被験者
の平常時血圧は正常血圧であったため， GABA 以外
の要因が結果に反映された可能性が高いと思われ
る。
　本研究のストレス評価に用いた CgA 濃度， α-ア
ミラーゼ活性， VAS および体表面温度の結果より，
GABA を摂取することで微弱ながら抗ストレス効果
を示すことが推測された。特に， 生化学的ストレ
ス指標のα-アミラーゼおよび主観的ストレス指標
の VAS の結果より， 精神的ストレス前に GABA を
摂取した方がよりストレス抑制効果が見られる可能
性が示唆された。本試験で用いたストレス評価指
標は， 本試験で行った被験者数では検出力が10～
90％であった。検出力が80％以上であった血圧お
よび脈拍においては， ストレス負荷後に GABA を摂
取した際に有意差が認められたため， 精神的ストレ
スと血圧および脈拍には関連があると推察された。
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また， 検出力が80％以下であったその他のストレ
ス評価指標に関しては， 被験者数が不足していたた
め顕著な差異を認めることができなかったと思われ
る24）。そのため， 被験者数を増やし更なるデータ
の蓄積が必要である。また， 今後は， 近年ストレス
評価に用いられている脳波測定などの新たな評価指
標を用いた研究が行われているため25）それらの検
証を行い， 本試験で用いた測定指標との整合性をと
る必要があろう。
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